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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

春の優品選
4月1日（火）～20日（日）前期

4月25日（金）～5月25日（日）後期

本
特
集
で
は
、
前
期
（
四
月
一
日
〜
二
十
日
）
・
後
期
（
四

月
二
十
五
日
〜
五
月
二
十
五
日
）
に
分
け
て
全
三
十
一
点
を
展

示
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
う
ち
六
点
を
紹
介
し
ま
す
。

黒
塗
布
目
引
出
絵
替
絵
具
�
笥
【
前
期
】

伝
二
代
五
十
嵐
道
甫
作

室
町
時
代
の
蒔
絵
の
流
れ
を
汲
む
五
十
嵐
蒔
絵
は
、
道
甫
が

金
沢
へ
招
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
「
加
賀
蒔
絵
」
と

し
て
華
開
き
ま
す
。∂

笥
に
納
め
ら
れ
た
十
四
の
引
出
の
模
様

は
、
扇
面
・
日
の
出
に
流
水
・
有
職
紋
・
桔
梗
・
梅
樹
・
萩
・

竹
・
羊
歯
し

だ

な
ど
十
二
種
類
に
も
及
び
、
自
然
の
景
物
や
散
ら
し

意
匠
を
得
意
と
し
た
こ
と
が
よ
く
伺
え
ま
す
。

重
要
文
化
財
　
四
季
花
鳥
図
屏
風
【
後
期
】六

曲
一
双
　
伝
雪
舟
筆

「
行
年
七
十
一
雪
舟
筆
」
の
署
名
と
「
雪
舟
」
の
重
廓
方
印

が
押
さ
れ
た
、
古
く
よ
り
前
田
家
に
伝
わ
る
名
品
で
す
。
中
国

に
渡
っ
た
雪
舟
は
、
明
代
の
花
鳥
画
の
影
響
を
受
け
た
癖
の
強

い
著
色
の
花
鳥
画
を
多
く
遺
し
て
い
ま
す
。
本
屏
風
も
あ
ら
ゆ

る
鳥
と
樹
木
が
、
遠
近
感
を
無
視
し
た
か
の
よ
う
に
、
複
雑
に

絡
み
合
い
な
が
ら
描
か
れ
て
い
ま
す
。
岩
間
よ
り
伸
び
る
松
の

上
に
凄
然
せ
い
ぜ
ん

と
た
た
ず
む
鶴
の
姿
や
、
画
面
を
断
ち
切
る
よ
う
に

伸
び
た
竹
が
印
象
的
で
す
。

鷹
狩
図
絵
巻
　
春
【
前
期
】
・
夏
【
後
期
】
各
一
巻
　
梅
田
九
栄
筆

本
図
は
、
近
年
、
久
隅
守
景
に
よ
る
「
鷹
狩
図
屏
風
」
と
描

か
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
共
通
性
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
代
々
九
栄
を
名
乗
っ
た
梅
田
家
は
加
賀
藩
に
仕
え
た
狩
野

派
絵
師
の
家
で
、
本
図
は
十
七
世
紀
に
活
躍
し
た
六
代
の
も
の

で
す
。
狩
野
派
に
お
い
て
鷹
狩
に
関
す
る
図
様
が
引
き
継
が
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
武
士
社
会
に
お
け
る
鷹
狩
の
重
要
性
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
春
は
桜
が
咲
く
山
道
を
抜
け
な
が
ら
鷹
狩
に

向
か
い
、
夏
は
川
辺
に
鷹
を
放
ち
船
小
屋
に
集
う
人
々
の
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

銀
牡
丹
唐
草
象
嵌
鐙
・
銀
瓢
�
象
嵌
鐙
【
前
後
期
】

金
銀
障
子
象
嵌
鐙
【
後
期
】

鐙
は
馬
に
乗
る
際
に
足
を
乗
せ
る
馬
具
で
す
。
加
賀
藩
で
つ

く
ら
れ
た
鐙
は
、
素
地
を
掘
り
金
属
を
嵌
め
込
む
象
嵌
ぞ
う
が
ん

の
技
術

に
よ
り
、
美
し
い
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

特
に
「
金
銀
障
子
象
嵌
鐙
」
は
、
金
と
銀
を
用
い
て
障
子
を
表

し
そ
れ
を
散
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
小
さ
な
鐙
の
中
に
、
大
き
な

異
空
間
を
見
事
に
創
り
上
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
、「
人
物
の
表
現
」
の
観
点
か
ら
絵
画
の
優

品
を
展
示
し
ま
す
。
描
か
れ
た
人
物
と
し
て
は
、
羅
漢
の
よ
う

に
厳
し
い
修
行
を
経
て
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
や
、
俗
世

間
に
見
切
り
を
つ
け
た
高
士
か
ら
、
年
中
行
事
の
一
観
客
ま
で

様
々
で
す
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
人
物
の
表
現
は
画
一
的
で
は

な
く
、
対
象
に
適
し
た
手
法
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
石
川
県
指
定
文
化
財
の
長
谷
川
信
春
筆
「
十

六
羅
漢
図
」（
霊
泉
寺
蔵
・
表
紙
写
真
）
で
は
、
羅
漢
が
修
行

の
結
果
獲
得
し
た
あ
る
種
の
超
越
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
極

め
て
非
日
常
的
な
表
現
が
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
注
目
さ

れ
る
の
は
顔
の
表
情
で
す
。
こ
こ
に
は
均
整
の
と
れ
た
美
し
さ

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
醜
怪
と
言
い
切
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
信
春
の
表
現
は
、
も
ち
ろ
ん
伝
統
に
立
脚

し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
に
は
表
面
だ
け
を
模
倣
し
た
安

易
さ
は
な
く
、
修
行
者
の
強
靱
な
意
志
に
対
す
る
画
家
の
深
い

共
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
た
と
え
ば
虎
や
龍
な
ど
日
常

的
・
非
日
常
的
な
存
在
と
の
大
小
の
比
較
や
位
置
関
係
に
よ
っ

て
、
羅
漢
の
本
質
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
信

春
時
代
の
等
伯
の
構
成
力
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

続
い
て
狩
野
派
の
有
力
画
家
に
よ
る
同
じ
く
県
指
定
文
化
財

の
「
四
季
耕
作
図
」（
大
乗
寺
蔵
・
3
ペ
ー
ジ
写
真
）
に
注
目

し
た
い
と
想
い
ま
す
。
こ
の
画
題
は
、
為
政
者
が
民
の
労
苦
を

し
の
ぶ
と
い
う
儒
教
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
中
国
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
室
町
時
代
以
降
、
こ
の
作
品
の
よ
う

な
中
国
風
俗
で
盛
ん
に
描
か
れ
ま
し
た
。
人
物
の
表
現
を
み
る

と
、
農
耕
作
業
そ
の
も
の
の
描
写
は
類
型
的
で
す
が
、
そ
の
周

囲
に
、
作
業
を
眺
め
る
人
物
や
談
笑
す
る
人
物
な
ど
を
配
置
し

て
、
儒
教
的
な
押
し
つ
け
が
ま
し
さ
を
低
減
し
て
、
鑑
賞
者
に

親
近
感
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
配
慮
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
表
現
は
、
中
国
の
画
題
の
日
本
化
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
根
底
に
は
、
折
々
の
人
々
の
生
活
を
描

い
た
月
次
絵
に
特
別
の
詩
情
を
結
び
つ
け
た
日
本
の
伝
統
的
美

意
識
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

春の優品選
4月1日（火）～20日（日）前期

4月25日（金）～5月25日（日）後期

遊
楽
図
　
個
人
蔵
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常設展示室

主な展示作品
4月1日（火）～20日（日）
'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財

'

色
絵
雉
香
炉
（
右
）

◎
色
絵
雌
雉
香
炉
（
左
）

野
々
村
仁
清

前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
春
の
優
品
選
（
前
期
）

女
三
十
六
歌
仙
色
紙
雉
図

蒔
絵
三
十
六
歌
仙
花
卉
文
提
重

黒
塗
村
梨
子
地
桜
寿
帯
鳥
文
蒔
絵
鞍
・
鐙

黒
塗
布
目
引
出
絵
替
絵
具∂

笥

伝
二
代
五
十
嵐
道
甫

鷹
狩
図
絵
巻
（
春
）

梅
田
九
栄

作
土
形
花
兎
文
様
金
襴
（
角
倉
金
襴
）

花
葉
松
毬
唐
草
文
様
緞
子
（
笹
蔓
緞
子
）

縞
文
様
間
道
（
青
木
間
道
）

第
1
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
2
展
示
室

古
九
谷

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

色
絵
唐
子
山
水
図
平
鉢

色
絵
海
老
藻
文
平
鉢

特
集
　
春
の
優
品
選
（
前
期
）

□
十
六
羅
漢
図
　
霊
泉
寺
蔵

長
谷
川
信
春

樹
下
人
物
図
　
個
人
蔵

□
四
季
耕
作
図
　
大
乗
寺
蔵

富
士
巻
狩
図

加
茂
競
馬
・
鞍
馬
火
祭
り
図
　
個
人
蔵

遊
楽
図
　
個
人
蔵

※
第
3
〜
6
展
示
室
は
、
四
月
二
十
日
（
日
）
ま
で
第
59
回
現

代
美
術
展
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
展
示
は
四
月
二

十
五
日
（
金
）
か
ら
で
す
が
、
次
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

□
四
季
耕
作
図
　
大
乗
寺
蔵

色
絵
唐
子
山
水
図
平
鉢
　
古
九
谷

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
　
古
九
谷

図
書
閲
覧
室
Ｎ
Ｏ
Ｗ

新
着
図
書
紹
介

現
在
、
作
家
活
動
を
し
て
い
る
美
術
・
工
芸
家
は
、
一
般
に

さ
ま
ざ
ま
な
美
術
団
体
に
所
属
し
、
そ
の
場
を
活
動
の
中
心
と

し
て
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
が
、
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
も
ち
ろ
ん
、
団
体
に
所
属
し
な
い
人
た
ち
も
い
ま
す
が
…
）

た
だ
、
そ
う
し
た
芸
術
家
た
ち
も
、
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
な
ど

で
新
作
を
発
表
し
、
そ
こ
で
得
た
成
果
を
次
の
制
作
の
糧
に
し

て
い
く
と
い
う
試
み
も
、
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
当
県
ゆ
か
り
の
作
家
に
よ
る
、
最
近
の
個
展
・
グ
ル

ー
プ
展
の
図
録
を
、
何
冊
か
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
陶
芸
で
は
、「
北
出
不
二
雄
作
陶
展
／
2
0
0
3
／

高
島
屋
」
と
、「
徳
田
八
十
吉
三
代
展
　
現
代
九
谷
の
流

れ
／
2
0
0
2
／
西
武
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。
前
者
は
、
ペ

ル
シ
ア
風
な
彩
陶
や
釘
彫
り
な
ど
の
作
風
で
知
ら
れ
る
、
現
代

九
谷
陶
芸
界
を
代
表
す
る
北
出
氏
の
近
作
展
の
図
録
で
す
。
後

者
は
、
現
代
感
覚
あ
ふ
れ
る
色
釉
の
技
法
で
人
間
国
宝
に
指
定

さ
れ
た
、
三
代
徳
田
八
十
吉
氏
の
作
品
を
中
心
に
、
九
谷
上
絵

の
伝
統
的
技
法
を
再
生
さ
せ
た
初
代
、
二
代
を
ま
じ
え
て
構
成

さ
れ
る
展
覧
会
の
図
録
に
な
り
ま
す
。
ま
た
漆
芸
で
は
、「
う

る
し
・
小
森
邦
衞
展
／
2
0
0
3
／
三
越
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
輪
島
出
身
で
、
竹
を
編
ん
だ
素
地
に
漆
を
塗
る
籃
胎

や
、
曲
げ
た
木
を
使
う
曲
輪
と
い
っ
た
技
法
に
よ
っ
て
、
味
わ

い
深
い
作
品
を
生
み
出
し
て
い
る
小
森
氏
の
近
作
展
の
図
録
で

す
。次

に
、
油
彩
画
の
分
野
か
ら
、「
森
本
仁
平
油
絵
展
／
2

0
0
3
／
三
越
」
「
開
光
市
展
／
2
0
0
3
／
日
動
画
廊
」

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
加
賀
市
出
身
の
森
本
氏
は
、
詩
情
豊
か

な
風
景
画
で
知
ら
れ
る
作
家
で
す
。
こ
の
展
覧
会
に
は
、
淡
い

色
調
と
繊
細
な
筆
致
に
よ
っ
て
、
関
東
や
東
北
の
静
謐
な
空
間

を
表
現
し
た
新
作
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
開
氏
は
、
金

沢
市
内
の
高
校
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、
旺
盛
な
作
画
活
動

を
行
っ
て
い
る
作
家
で
す
。
こ
の
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
個

展
で
は
、
深
い
精
神
性
を
た
た
え
た
力
強
い
独
特
の
作
風
が
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
図
録
は
、
作
家
の
活
動
を
集
大
成
し
た
よ
う
な
大
部

の
も
の
で
は
な
く
、
小
冊
子
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
作

家
の
最
新
の
情
報
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

※
開
室
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
。

貸
出
し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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平
成
十
四
年
度
開
催
の
展
覧
会（
二
）

後
期
に
一
階
企
画
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
当
館
主
催
の
特
別

展
は
二
回
で
す
。

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
開
催
し
た
「
利
家
と
ま
つ

加
賀

百
万
石
物
語
展
―
前
田
家
と
加
賀
文
化
―
」
は
、
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
」
と
連
動
し

た
展
覧
会
で
し
た
。
ド
ラ
マ
に
出
演
し
て
い
る
三
人
の
俳
優
さ

ん
の
出
席
に
よ
る
華
や
か
な
開
会
式
で
幕
開
け
し
、
前
田
家
十

八
代
当
主
前
田
利
祐
氏
と
嶋
崎
丞
館
長
に
よ
る
対
談
や
講
演

会
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
、
土
曜
講
座
、
列
品
解
説
な

ど
の
い
ろ
い
ろ
な
関
連
事
業
を
開
催
し
た
こ
と
、
報
道
各
社
の

協
力
を
得
て
展
覧
会
を
よ
く
広
報
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
金
沢

城
公
園
で
加
賀
百
万
石
博
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
展
覧
会
へ
も

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
等
々
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
全
国
か
ら
の
多
数
の
入
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

一
月
に
開
催
し
ま
し
た
「
鳥
と
語
る

詩
魂
の
画
家

脇
田

和
展
」
は
、
現
代
洋
画
壇
の
最
高
峰
の
一
人
脇
田
和
氏
の
初

期
（
初
期
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
戦
災
で
失
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

少
数
で
し
た
が
）
か
ら
近
作
ま
で
の
油
彩
・
水
彩
・
素
描
・
版

画
等
の
代
表
作
一
三
七
点
で
、
氏
の
芸
術
の
全
貌
を
紹
介
す
る

も
の
で
し
た
。
鳥
と
子
供
を
題
材
と
し
、
エ
レ
ガ
ン
ト
で
ほ
の

ぼ
の
と
す
る
心
温
ま
る
作
品
群
に
、
若
い
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、

以
前
、
雑
誌
の
表
紙
絵
や
挿
絵
な
ど
で
見
て
好
き
だ
っ
た
と
い

う
年
配
の
方
々
の
入
場
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

二
階
常
設
展
示
室
で
開
催
し
た
特
別
陳
列
や
特
集
は
二
十
六

回
を
数
え
ま
し
た
。

「
甲
冑
と
陣
羽
織
」
は
、
平
成
九
年
以
来
久
し
ぶ
り
の
展

観
で
し
た
。
修
復
が
完
了
し
ま
し
た
三
代
藩
主
利
常
所
用
の

『
黒
塗
六
十
二
間
甲
冑
』
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
藩
主
の
甲
冑

と
陣
羽
織
に
よ
り
、
武
門
と
し
て
の
加
賀
藩
前
田
家
を
紹
介
す

る
展
観
で
し
た
。

「
近
代
の
美
術
」
は
、
例
年
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
今
回
は

日
本
の
絵
画
、
彫
刻
と
と
も
に
十
六
代
当
主
利
為
に
よ
っ
て
収

集
さ
れ
た
西
洋
絵
画
に
特
徴
を
持
た
せ
ま
し
た
。
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
や
ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
七
作
家
、
十
点
の
作
品
群
に
よ
り
、
前

田
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
幅
の
広
さ
を
紹
介
す
る
も
の
で
し
た
。

「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」
で
は
、
重
文
『
荏
柄
天
神
縁
起

絵
巻
（
五
代
藩
主
綱
紀
が
収
集
し
た
も
の
）』、
重
文
『
武
家
手

鑑
（
十
六
代
当
主
利
為
が
、
五
代
藩
主
綱
紀
の
方
針
を
継
承
し

て
新
た
に
編
集
し
た
も
の
）』、『
職
人
歌
合
（
三
代
藩
主
利
常

が
後
水
尾
院
か
ら
賜
っ
た
も
の
）』
な
ど
を
展
示
し
、
隣
の
第

2
展
示
室
（
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展
）
と
の
連
携

に
よ
り
、
加
賀
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
堪
能
し
た
と
い
う
言
葉

を
大
変
多
く
聞
き
ま
し
た
。

「
名
物
裂
の
精
華
」
は
、
例
年
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
今
回

は
、
台
紙
貼
の
も
の
に
、
反
物
と
し
て
の
形
状
を
と
ど
め
、
舶

載
さ
れ
た
当
時
を
彷
彿
と
さ
せ
る
『
騎
羊
人
物
椿
梅
折
枝
文
様

金
襴
』、『
有
栖
川
錦
』、『
蜀
江
錦
』、
錦
の
中
で
は
異
色
の
絵

画
文
様
の
『
清
水
裂
』
な
ど
も
展
示
し
、
女
性
フ
ァ
ン
を
中
心

に
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

「
プ
リ
ズ
ム
の
き
ら
め
き
か
ら
―
西
田
洋
一
郎

絵
画
空

間
―
」
は
、
初
期
か
ら
近
作
ま
で
の
絵
画
作
品
と
現
在
展
開

し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
C
G
）
に
よ
る

作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
C
G
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し

た
り
、
モ
ニ
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
く
と
い
う
、
普
段
と
は
違
う

展
示
で
し
た
の
で
、
鑑
賞
者
か
ら
県
立
美
術
館
も
こ
う
い
う
展

示
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
染
色
パ
ネ
ル
の
美
」
は
、
漆
パ
ネ
ル
や
陶
額
と
同
じ
く

素
材
を
生
か
し
た
一
表
現
形
態
と
し
て
の
染
色
パ
ネ
ル
を
特
集

し
た
も
の
で
、
あ
る
程
度
の
制
限
を
受
け
る
着
物
と
は
違
う
自

由
な
表
現
世
界
を
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

日
本
の
今
日
の
経
済
は
不
況
に
苦
し
ん
で
い
る
が
、
昭
和
四

十
、
五
十
年
代
は
、
世
界
が
う
ら
や
む
ほ
ど
の
見
事
な
成
長
発

展
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
国
民
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
生

活
様
式
が
急
激
に
変
化
し
、
各
地
の
開
発
に
伴
っ
て
文
化
財
の

破
壊
行
為
が
進
ん
で
き
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
状
況
か
ら
文
化

財
を
守
り
保
存
す
る
た
め
に
、
博
物
館
を
建
設
し
よ
う
と
い
う

気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
に
加
え
、
昭
和
四
十
三
年
が
明
治
百
年
に
当
た
っ

て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
は
豊
か
な
財
源
を
背
景
に
、
記
念
事

業
と
し
て
博
物
館
や
美
術
館
の
建
設
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
頃
は
「
博
物
館
ブ
ー
ム
の
到
来
」
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

北
陸
で
も
福
井
県
立
美
術
館
が
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
に
、
富

山
県
立
近
代
美
術
館
が
昭
和
五
十
六
年
七
月
に
そ
れ
ぞ
れ
新
設

開
館
し
た
。
こ
う
い
っ
た
諸
設
備
が
完
備
し
た
大
型
美
術
館
が

姿
を
現
す
と
、
昭
和
三
十
四
年
に
開
館
し
た
小
型
の
石
川
県
美

術
館
は
、
実
に
見
劣
り
が
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
連
載
の
二
回
目
（『
だ
よ
り
』
第
二
〇
三
号
）
で
述
べ

た
よ
う
に
、
旧
石
川
県
美
術
館
は
収
蔵
品
を
常
設
展
示
し
、
企

画
展
を
開
催
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
博
物
館
機
能
を
優
先

す
る
美
術
館
で
あ
る
。
従
っ
て
作
家
活
動
が
盛
ん
な
石
川
県
と

い
う
土
地
柄
に
あ
っ
て
は
、
多
く
の
作
家
た
ち
に
と
っ
て
、
自

分
た
ち
の
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て
美
術
館
が
使
え
な
い
と
い

う
こ
と
に
、
大
き
い
不
満
が
残
っ
た
。
そ
う
し
た
作
家
た
ち
の

く
す
ぶ
っ
た
心
は
、
い
つ
し
か
も
う
一
つ
の
美
術
館
―
近
代
美

術
館
建
設
の
要
望
と
い
う
形
と
な
り
、
各
県
で
始
ま
っ
た
大
型

美
術
館
建
設
ブ
ー
ム
が
追
い
風
と
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
二
月

に
、
県
に
対
し
て
「
新
美
術
館
建
設
に
つ
い
て
」
の
陳
情
と
い

う
形
に
な
っ
て
表
れ
て
き
た
。

美
術
館
側
に
と
っ
て
も
、
こ
の
頃
か
ら
企
画
展
の
規
模
が
次

第
に
大
型
化
し
、
小
型
の
旧
石
川
県
美
術
館
の
施
設
で
も
、
そ

の
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
が
合
致

し
て
、
新
美
術
館
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
漸
く
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

美
術
館
小
史
・
余
話
32

「
新
美
術
館
建
設
に
つ
い
て
」の
陳
情

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長
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大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
」
は
、
私
に
は
自
分
の
家
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
し
、「
変
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
困
る
な
」
と

は
思
い
な
が
ら
も
、「
ど
う
せ
八
十
％
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の

だ
か
ら
、
楽
し
も
う
」
と
。
は
じ
め
は
N
H
K
か
ら
台
本
が
送

ら
れ
ま
し
て
、「
変
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
お
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
全
部
お
任
せ
し
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
意
外
や
意
外
、
人
気
が
あ
る
よ
う
で
、
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

利
家
の
印
象
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
大
河
ド
ラ
マ
の
中
で
も
、

秀
吉
や
家
康
の
脇
役
と
し
て
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
利
家
と
い
う

の
は
出
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
度
に
俳
優
さ
ん
が
代
わ

る
の
で
「
あ
れ
あ
れ
」
と
思
い
な
が
ら
見
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
だ
け
長
く
一
人
の
方
が
務
め
る
と
、
今
の
主
役
の
方
の
イ

メ
ー
ジ
が
そ
の
ま
ま
歴
史
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
別
に
そ
れ
は
い
っ
こ
う
に
構

わ
な
い
こ
と
で
、
ド
ラ
マ
に
よ
っ
て
石
川
県
の
方
を
は
じ
め
、

皆
さ
ん
が
ご
自
分
の
土
地
の
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
何
よ
り
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
前
田
氏
）

―
ド
ラ
マ
の
中
で
利
家
は
、
信

長
に
対
し
て
堂
々
と
物
申
し

て
い
ま
す
が
。（
館
長
）

利
家
と
い
う
の
は
、
成
り
あ
が

り
者
で
あ
り
ま
し
て
、
信
長
に
拾

わ
れ
て
、
同
性
愛
に
近
い
状
態
に

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
の

頃
と
い
う
の
は
儒
教
も
入
っ
て
い

「
利
家
と
ま
つ
」前
田
家
当
主

先
祖
を
語
る

対
談

「
利
家
と
ま
つ
」前
田
家
当
主

先
祖
を
語
る

前
田
利
祐

と
し
や
す

氏
（
前
田
家
十
八
代
当
主
）

嶋
崎
　
　
丞

す
す
む

（
聞
き
手
・
当
館
館
長
）

ま
せ
ん
し
、
体
制
も
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

か
ら
、
割
と
自
由
闊
達
に
皆
が
動
い
て
い

た
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
つ
も
ド

ラ
マ
の
中
で
は
利
家
を
引
っ
叩
い
た
り
し

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
自
由
だ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
世
が
乱
れ
て
い
る

時
と
い
う
の
は
、
大
抵
女
性
は
強
い
も
の

で
す
。

―
戦
国
武
将
に
茶
の
湯
の
嗜
み
は
必
要

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
。

利
家
は
た
だ
か
ぶ
い
て
、
槍
を
振
り
回

し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
文
化
や
教
養

と
い
う
も
の
は
、
少
な
く
と
も
三
十
代
ま

で
は
ま
っ
た
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
偉
く
な
っ
て
、
格

好
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。
武
家
同

士
、
公
家
と
の
付
き
合
い
の
中
で
謡
や
お

茶
が
必
須
科
目
に
な
り
、
そ
こ
で
急
い
で

習
っ
た
、
と
い
う
の
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
秀
吉
も
恐
ら
く

同
様
で
、
付
け
焼
刃
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
展
示
し
て
お
り
ま
す
玉
澗
の
「
洞
庭
秋
月
図
」
は
、
家
康

か
ら
利
家
へ
贈
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

利
家
と
家
康
の
関
係
は
？

利
家
は
五
十
六
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
最
後
の
十
年
く
ら

い
で
、
や
れ
教
養
だ
、
や
れ
お
付
き
合
い
だ
と
い
う
の
が
始
ま

り
、
秀
吉
が
死
ぬ
頃
、
利
家
は
五
大
老
の
中
で
一
番
偉
い
顔
を

し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
五
大
老
の
中
で
の
付
き
合
い
と
し
て
、

贈
り
合
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
ま
つ
の
手
紙
を
読
む
と
、
家
康
に
対
し
て
は
言
い
た
い
放

題
で
す
ね
。

ま
つ
は
家
康
か
ら
近
江
に
土
地
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
幕
末
ま
で
続
き
ま
す
。

恐
ら
く
徳
川
家
で
は
ま
つ
を
乱
暴
に
扱
え
な

い
、
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

―
字
も
非
常
に
上
手
で
す
ね
。

こ
れ
は
残
念
な
が
ら
、
先
祖
に
な
る
ほ
ど

字
は
上
手
い
で
す
ね
。
私
な
ん
か
全
然
駄
目

で
す
け
れ
ど
も
。

―
三
代
の
利
常
は
利
家
の
四
男
で
す
が
、

利
常
の
文
化
に
対
す
る
考
え
方
は
、
利

家
に
見
習
う
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
。

う
ち
は
初
代
、
三
代
、
五
代
（
綱
紀
）、
十

三
代
（
斉
泰
）
と
、
奇
数
の
藩
主
は
偉
く
て

偶
数
は
あ
ん
ま
り
偉
く
な
い
。
私
は
ま
ぁ
偶

数
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ん
ま
り
偉
く
な
い
順
番
な
の
で
す

け
れ
ど
も
。
何
年
か
に
一
度
す
ご
い
人
が
出
て
く
る
。
そ
れ
で

前
田
家
は
続
い
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
武
力
じ
ゃ
徳
川
に
は

適
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
三
代
は
文
化
に
力
を
入
れ
よ
う
と

し
た
。
こ
の
頃
に
お
茶
の
方
や
大
樋
さ
ん
を
お
呼
び
し
て
、
文

化
的
な
こ
と
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
三
代
か
ら
五

代
の
時
代
が
今
日
の
「
加
賀
藩
の
伝
統
」
に
な
る
の
で
す
が
、

い
わ
ゆ
る
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
買
う
の
で
は
な
く
て
、
つ
く

る
人
を
呼
ん
で
来
て
、
そ
れ
で
つ
く
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
お

弟
子
さ
ん
を
増
や
す
。
そ
れ
を
始
め
た
人
が
三
代
な
の
で
す
。

（「
利
家
と
ま
つ
　
加
賀
百
万
石
物
語
展
」
に
ち
な
ん
で
、
昨
年

九
月
十
四
日
に
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
対
談
内
容
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。）

前田利祐氏
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平成14年度 新収蔵品一覧
平
成
十
四
年
度
の
新
収
蔵
品
は
、
寄
贈
二
十
一
点
、
購
入
九

点
、
計
三
十
点
と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
を
賜
り
ま
し
た
各
位

に
対
し
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
今
後
と
も
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
収
蔵
品
総
数
は
二
千
七

百
二
十
一
点
で
す
。

陶
磁

銹
絵
寒
山
拾
得
図
水
指
　
古
清
水

牛
村
繁
男
氏
寄
附

黒
絵
立
鼓
花
器
　
　
十
代
大
樋
長
左
衛
門
作
　

十
代
大
樋
長
左
衛
門
氏
寄
附

黒
絵
鳥
文
楕
円
壷
　
十
代
大
樋
長
左
衛
門
作
　

十
代
大
樋
長
左
衛
門
氏
寄
附

牡
丹
図
鉢
　
　
　
　
南
　
繁
正
作

色
絵
八
稜
鉢
　
　
　
佐
藤
　
亮
作

爛
漫
　
　
　
　
　
　
中
　
憲
一
作

漆
工

蒔
絵
螺
鈿
白
楽
天
図
硯
箱
　
尾
形
光
琳
作

蒔
絵
和
漢
両
景
図
硯
箱

冬
の
朝

佐
藤
幸
一
作
　
佐
藤
幸
一
氏
寄
附

蝶
日
月
文
八
足
盤

小
西
啓
介
作
　
小
西
啓
介
氏
寄
附

水

西
塚
栄
治
作
　
西
塚
栄
治
氏
寄
附

染
色

友
禅
訪
問
着
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
」

法
邑
利
博
作

友
禅
黒
留
袖
「
彩
宴
」

勝
野
緑
峯
作

金
工
・
刀
剣

朱
銅
三
筋
文
花
入
　
高
村
豊
周
作

今
井
　
博
氏
寄
附

砂
張
銅
鑼
　
　
　
　
三
代
魚
住
為
楽
作

脇
指
　
銘
播
磨
大
掾
藤
原
重
高
（
附
）
黒
塗
竜
文
螺
鈿
脇
指
拵

清
水
時
雄
氏
寄
附

截
金

木
彫
截
金
扇
面
秋
の
合
子
　
西
出
大
三
作

油
彩
画

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
囲
ま
れ
た
男
　
大
場
吉
美
筆大

場
吉
美
氏
寄
附

プ
リ
ズ
ム
分
光
画
　
西
田
洋
一
郎
筆

西
田
洋
一
郎
氏
寄
附

曲
と
直
の
自
然
則
　
西
田
洋
一
郎
筆

西
田
洋
一
郎
氏
寄
附

カ
ー
ニ
バ
ル
幾
何
広
場
（
1
）

西
田
洋
一
郎
筆

西
田
洋
一
郎
氏
寄
附

シ
ャ
ル
ト
ル
風
景
　
増
田
　
孝
筆

増
田
光
代
氏
寄
附

ひ
と
と
き
　
　
　
　
増
田
　
孝
筆

増
田
光
代
氏
寄
附

春
の
人
形
　
　
　
　
増
田
　
孝
筆

増
田
光
代
氏
寄
附

初
夏
の
人
形
　
　
　
増
田
　
孝
筆

増
田
光
代
氏
寄
附

チ
ェ
ス
台
と
編
み
上
げ
靴
の
人
形
　
増
田
　
孝
筆

増
田
光
代
氏
寄
附

萌
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
弘
筆

藤
田
　
弘
氏
寄
附

連
理
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
和
筆

脇
田
　
和
氏
寄
附

春
め
く
　
　
　
　
　
村
田
省
蔵
筆

村
田
省
蔵
氏
寄
附

日
本
画

放
馬
図
屏
風
　
佐
々
木
泉
景
筆

高
柳
錦
吾
氏
寄
附

平成14年度　新収蔵品一覧

銹絵寒山拾得図水指　
古清水

黒絵鳥文楕円壷　
十代大樋長左衛門

朱銅三筋文花入　
高村豊周

蝶日月文八足盤　小西啓介

チェス台と編み上げ靴の人形　増田　孝 コレクション・囲まれた男　大場吉美

放馬図屏風　佐々木泉景 連理　脇田　和
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前
回
は
、
北
野
恒
富
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
み
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
作
品
の
特
徴
を
概
観
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

恒
富
は
明
治
三
十
年
に
大
阪
に
移
り
、
翌
年
、
浮
世
絵
の
流

れ
を
く
む
稲
野
年
恒
に
師
事
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
は
、
新

聞
の
挿
絵
の
彫
り
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

も
あ
る
時
、
意
を
決
し
て
彫
刻
用
の
道
具
を
川
に
投
げ
捨
て
、

本
格
的
に
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
は
じ
め
は
、
小
説
の
挿
絵
を
よ
く
描
い
て
い
た
よ
う
で
、

線
描
や
構
図
法
な
ど
の
研
究
に
役
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
経
験
は
、
後
年
、
親
交
を
結
ん
だ
谷
崎
潤
一
郎
の
小

説
の
挿
絵
な
ど
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

恒
富
は
、
二
十
五
歳
の
頃
か
ら
、
次
第
に
展
覧
会
を
意
識
し

た
制
作
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
四
十
三
年
に
文
展
に
初
入
選
、

翌
年
の
文
展
で
は
三
等
賞
を
得
て
、
画
壇
に
一
躍
そ
の
名
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
作
品
は
、「
浴
後
」

（
8
ペ
ー
ジ
図
版
①
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
頽
廃
的
な
エ
ロ
チ

シ
ズ
ム
を
匂
わ
せ
る
も
の
が
多
く
、
京
都
の
画
家
か
ら
〝
画
壇
の

悪
魔
派
〞
と
呼
ば
れ
注
目
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期

か
ら
、
恒
富
は
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
掲
載
し
た
「
婦
人
」（
②
）
は
、
大
阪
の
高
島
屋
で
開
か
れ
た

展
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
で
、
当
時
、
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。

大
正
に
入
る
と
、
活
動
の
舞
台
を
院
展
に
移
し
、
古
典
や
洋

画
な
ど
の
研
究
か
ら
得
た
表
現
を
深
化
さ
せ
、
意
欲
的
な
創
作

を
行
い
ま
す
。
九
年
に
描
か
れ
た
「
淀
君
」（
③
）
は
、
こ
の

時
期
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
で
、
落
城
寸
前
の
大
阪
城
で
の

淀
君
の
姿
を
幻
想
的
に
描
き
出
し
、
と
り
わ
け
小
袖
や
打
ち
掛

け
の
細
密
で
重
厚
な
表
現
は
、
見
る
も
の
を
圧
倒
し
ま
す
。

昭
和
に
な
る
と
、
大
阪
の
商
家
な
ど
も
題
材
に
、
品
格
あ
る

古
典
的
画
風
を
展
開
し
ま
し
た
。
「
い
と
さ
ん
こ
い
さ
ん
」

（
④
）
は
大
阪
の
良
家
の
子
女
を
描
い
た
作
品
で
、
ま
さ
に
浪

花
の
情
緒
が
あ
ふ
れ
る
典
雅
な
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
本
展
は
、
所
蔵
者
の
都
合
で
、
会
期
中
に
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
展
示
し
て
い
な
い
時
期
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

北
野
恒
富
展

金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画
の
巨
匠
　
そ
の
ニ

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

※
四
月
の
全
館
休
館
日
は
二
十
一
日（
月
）〜
二
十
四
日（
木
）で
す
。

20
世
紀
の
名
指
揮
者
　
カ
ー
ル
・
ベ
ー
ム
　
1

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
交
響
曲
第
9
番
ほ
か
（
約
70
分
）

演
奏
‥
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

日
本
美
術
工
芸
　
そ
の
手
わ
ざ
と
美
（
28
分
）

現
代
彫
刻
　
彫
る
　
本
郷
新
の
世
界
（
31
分
）

美
人
画
に
つ
い
て

（
西
田
孝
司
　
学
芸
主
査
）

北
野
恒
富
と
そ
の
時
代
　
―
金
沢
に
生
ま
れ
た
美
人
画
の
巨
匠
―

講
師
　
加
藤
類
子
氏

（
池
坊
短
期
大
学
教
授
、
前
京
都
国
立
近
代
美
術
館
主
任
研
究
官
）

行
　
　
事

月
　
　
日

四
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

月
例
映
画
会

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

講

演

会

4
／
6
（
日
）

4
／
13
（
日
）

4
／
20
（
日
）

4
／
26
（
土
）

4
／
27
（
日
）

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

花
と
緑
の
名
品
展
　
―
自
然
と
の
対
話
―

二
、
〇
〇
〇

日
本
芸
術
院
会
員
　
大
樋
長
左
衛
門
の
世
界

二
、
二
〇
〇

鳥
と
語
る
詩
魂
の
画
家
　
脇
田
和
展

二
、
二
〇
〇

（
四
月
二
十
六
日
発
売
）

北
野
恒
富
展
―
金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画
の
巨
匠
―

二
、
〇
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

！！

第
59
回
現
代
美
術
展四

月
五
日（
土
）〜
二
十
日（
日
）

（
第
3
〜
9
展
示
室
）

部
門

日
本
画
　
洋
画
　
彫
刻
　
工
芸
　
書
　
写
真

入
場
料一般

八
〇
〇
円
　
大
高
生
六
〇
〇
円
　
中
小
生
五
〇
〇
円

団
体
料
金
は
各
二
〇
〇
円
引
。

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

連
絡
先
　
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一
北
國
新
聞
社
事
業
局

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

企
画
展
示
室

各
地
の
展
覧
会

四
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

御
影
堂
平
成
大
修
復
事
業
記
念
　
西
本
願
寺
展

5
／
5
ま
で

東
京
国
立
博
物
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
二
―
一
一
一
一
）

今
日
の
人
形
芸
術
　
ー
想
念（
お
も
い
）の
造
形

5
／
18
ま
で

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
（
東
京
都
千
代
田
区
・
〇
三
―
三
二
一
一
―
七
七
八
一
）

菱
田
春
草
展

4
／
11
〜
5
／
18

愛
知
県
美
術
館
（
名
古
屋
市
東
区
・
〇
五
二
―
九
七
一
―
五
五
一
一
）

フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
展

4
／
5
〜
5
／
11

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
（
大
津
市
・
〇
七
七
―
五
四
三
―
二
一
一
一
）

空
海
と
高
野
山

4
／
15
〜
5
／
25

京
都
国
立
博
物
館
（
京
都
市
東
山
区
・
〇
七
五
―
五
四
一
―
一
一
五
一
）

次
回
の
展
覧
会

特
　
集
　
春
の
優
品
選
（
後
期
）

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

（
第
2
展
示
室
）

特
　
集
　
鴨
居
　
玲

（
第
3
展
示
室
）

四
月
二
十
五
日（
金
）〜
五
月
二
十
五
日（
日
）

開
館
20
周
年
記
念

北
野
恒
富
展
ー
金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画
の
巨
匠
ー

（
第
7
〜
9
展
示
室
）

四
月
二
十
六
日（
土
）〜
五
月
二
十
五
日（
日
）
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※
本
文
は
7
ペ
ー
ジ
で
す
。

石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
三
四
号
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

四
月
二
十
一
日（
月
）〜
二
十
四
日（
木
）

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

③淀君　大正9年　
耕三寺博物館蔵

②婦人（ポスター原画）
昭和4年　高島屋史料館蔵

①浴後　明治45・大正元年　
京都市美術館蔵

（左隻） （右隻）
④いとさんこいさん　昭和11年　京都市美術館蔵

「
北
野
恒
富
展

ー
金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画
の
巨
匠
」関
連
行
事

講
　
演
　
会
〈
聴
講
無
料
〉

演
題
　
北
野
恒
富
と
そ
の
時
代

ー
金
沢
に
生
ま
れ
た
美
人
画
の
巨
匠
ー

講
師
　
加
藤
類
子
氏
（
池
坊
短
期
大
学
教
授

・
前
京
都
国
立
近
代
美
術
館
主
任
研
究
官
）

日
時
　
四
月
二
十
七
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会
場
　
当
館
ホ
ー
ル

こ
の
た
び
は
友
の
会
へ
ご

入
会
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
お
手
許
に
は
こ
の

『
美
術
館
だ
よ
り
』
を
毎
月

お
送
り
い
た
し
ま
す
が
、
送

付
封
筒
表
宛
先
ラ
ベ
ル
は
上

記
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
記
載
事
項
に
誤
り
ま
た

は
今
後
変
更
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
も
ご

一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
会
員

証
提
示
に
よ
る
入
館
料
割
引

は
、
石
川
県
立
歴
史
博
物

館
、
石
川
県
七
尾
美
術
館
、

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
も
各
館
主
催
展

覧
会
に
限
り
ま
す
が
、
お
出

か
け
の
際
に
は
ど
う
ぞ
ご
利

用
下
さ
い
。

友の会からのお知らせ

９２０｜０９６３
金沢市出羽町２｜１

石 川 　 県 美 様 2003

会員番号
会員証裏面左上の番号と同じ
ものです。

郵便番号バーコード

※①と④の展示期間は5月11日～25日。


